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日本語母語話者が非母語話者の日本語を
評価する際の観点に関する調査
元 木 佳 江・城 本 春 佳
A Survey about the Viewpoints from which Japanese Native Speakers Evaluate
the Language Level of Non-native Speakers
Yoshie MOTOKI and Haruka SHIROMOTO
ABSTRACT
　　This research shows the result of a survey about the viewpoints from which Japanese native speakers 
evaluate the language level of non-native speakers.










































































　　 「 1．とてもよくできる」「 2．よくできる」
　　「 3．まあまあできる」「 4．あまりできない」
　　 「 5．ほとんどできない」の 5段階で，聞き手
が判断する。
　質問 2　どのような点から評価しましたか
     7 項目の中から当てはまるものを選択する。複
数回答可。「 7．その他」は自由記述。
　　 1．発音が聞き取りやすい［発音］
    2 ．語彙（ことば）が豊富［語彙量］
    3 ．文法や表現が正確［言語形式］
    4  ．相づちなど受け答えのテンポが良い［受け
答えのテンポ］
　　 5  ．質問の意図が理解できている［質問意図の
理解］
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　（ 1）質問 1　 対話交流の相手の日本語はどうで
したか（表 1）











































































































































回答数 23人 14人 １人 0 １人 39人
評
価
す
る
際
の
観
点
1 .［発音］ 18（78.2％）
3
（21.4％）
0
（0） －
0
（0）
21
（53.8％）
2 .［語彙量］ 11（47.8％）
5
（35.7％）
1
（100.0％） －
0
（0）
17
（43.6％）
3 .［言語形式］ 11（47.8％）
1
（7.1％）
1
（100.0％） －
0
（0）
13
（33.3％）
4 .［受け答えのテンポ］ 14（60.8％）
5
（35.7％）
1
（100.0％） －
0
（0）
20
（51.3％）
5 .［質問意図の理解］ 18（78.2％）
12
（85.7％）
1
（100.0％） －
1
（100.0％）
32
（82.1％）
6 .［自分の意見の表明］ 19（82.6％）
12
（85.7％）
0
（0） －
0
（0）
31
（79.5％）
7 .その他 7（30.4％）
3
（21.4％）
1
（100.0％） －
0
（0）
11
（28.2％）
 ＊（％）の数値は各評価レベルの回答数に対する割合を表す
日本語母語話者が非母語話者の日本語を評価する際の観点に関する調査
―　　―89
あることから，非母語話者との会話を楽しもうとい
う意識があり，それ故，いくらか会話が成立した時
点で，非母語話者の日本語能力を「とてもよくでき
る」「よくできる」と肯定的に評価しているのでは
ないかと考えられる。その中でも，「質問意図の理
解」「自分の意見の表明」を評価の観点として選ん
だ人の割合が高いのは，これらの項目が，コミュニ
ケーションが成立するために最低限必要な条件であ
ると考えられていることの表れであると思われる。
「発音」「言語形式」「受け答えのテンポ」などは，
コミュニケーションをよりスムーズに進めるために
求められるものであり，これらの項目が評価される
ことで，日本語能力がより高く評価されていると言
える。
Ⅳ．今後の課題
　本研究では，外国人を受け入れるにあたり，日本
人が「適正に」外国人の日本語能力を評価できる観
点を持つことの必要性を課題として提示し，本研究
の目的の一つである「母語話者が非母語話者の日本
語を評価する際の観点は何か」について明らかにす
るための準備段階として予備調査を行った。
　予備調査の結果からは，母語話者がどのような観
点から非母語話者の日本語を評価するのかについて
一定の傾向を示すことはできたが，実際の日本語レ
ベルと一致しているかどうかについては検証されて
いない。今後は，母語話者の評価と実際の日本語能
力に異なりが見られるかどうかについての調査・検
証が求められる。
　また，今回の予備調査は 1年次開講科目の履修生
を対象としたため，比較的非母語話者との接触が少
ない母語話者についての結果と考えられる。本研究
の二つ目の目的である「母語話者の「日本語教育」
や「異文化理解」に関する知識の有無により，非母
語話者の話す日本語に対する評価の観点は異なるの
か。」を明らかにするためには，日本語教員養成課
程の受講生に対して縦断的な調査を行うとともに，
地域の日本語教室などで活動している日本語支援ボ
ランティアなど非母語話者との接触が多い母語話者
についても調査を拡大していく必要がある。
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元木佳江・城本春佳
抄　　　録
　本研究ノートは，日本語母語話者が非母語話者の日本語能力を評価する際に，どのような観点から評価し
ているのかについて，アンケート調査を行った結果をまとめたものである。
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